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(57)【要約】
【課題】  患者と医師は別の場所で、しかも同時に装置
を扱わなくても心音や呼吸音の診察を可能とし、患者と
医師の互いの時間調整を不要として待ち時間を発生させ
ないことを目的とする。
【解決手段】  聴診手段３と接続した患者用端末装置１
２はデジタル音響信号を通信ネットワーク１５を通じて
サーバ１４に登録するための通信手段２１を有し、医師
用端末装置１３はそのデジタル音響信号をダウンロード
するための通信手段３０と、それを記録するメモリー手
段３１と、記録された音響信号を再生する再生手段３２
と、再生を開始するための再生操作手段３３を有する構
成で、患者は自分で集音した聴診音データをサーバに登
録し、医師は医師用端末装置でこの聴診音データをダウ
ンロードし、自らの再生開始操作で再生音を聞くことが
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  患者用端末装置と、前記患者端末装置と
離れた場所にある医師用端末装置と、前記患者用端末装
置および前記医師用端末装置と通信ネットワークで接続
されたサーバを有し、前記患者用端末装置は患者の心音
または呼吸音を集音する集音部を備えた聴診手段に接続
し前記聴診手段からの音響信号を受けてデジタル的に処
理する音響信号処理手段と、前記音響信号処理手段で処
理されたデジタル音響信号を前記通信ネットワークを通
じて前記サーバに登録するための通信手段を有し、前記
医師用端末装置は前記サーバに登録された前記デジタル
音響信号をダウンロードするための通信手段と、ダウン
ロードしたデジタル音響信号を記録するメモリー手段
と、メモリー手段に記録された音響信号を再生する再生
手段と、前記再生手段による再生を操作するための再生
操作手段を有する遠隔診断装置。
【請求項２】  患者用端末装置は音響信号処理手段で処
理されたデジタル音響信号を時系列に記録するメモリー
手段と、前記メモリー手段に記録されたデジタル音響信
号を患者などに知らせるために再生する再生手段と、前
記患者などが前記再生手段で再生された再生音を聞いて
前記デジタル音響信号をサーバに登録するか否かを選択
して操作する選択操作手段を有する請求項１記載の遠隔
診断装置。
【請求項３】  コンピュータを請求項１または２のいず
れか１項記載の遠隔診断装置として機能させるためのプ
ログラム。
【請求項４】  音響信号処理手段は聴診手段からの電気
信号を光信号に変換して前記光信号を再度電気信号に変
換する光変換部を有する請求項１記載の健康情報端末装
置。
【請求項５】  光変換部は入力した電気信号により発光
する発光ダイオードと、前記発光ダイオードに対して電
気信号を出力する特性のそろった複数のフォトダイオー
ドを有する請求項４記載の健康情報端末装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は被験者の心音や呼吸
音を集音する聴診器からの音響信号を受け、その音響信
号を遠隔に送信する遠隔診断装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、医師が患者の心音や呼吸音を聴診
するためには、患者が病院などに行くか、医師が患者の
家庭を訪問するなど、医師と患者は直接対面しなければ
ならず、移動時間や待ち時間など時間的ロスが大きかっ
た。
【０００３】そのために、例えば特開平８－１５０１２
６号公報に記載されている装置があり、図７を用いて説
明する。図７は従来例を説明する遠隔聴診システムの構
成図である。図７において１は患者の自宅、２は医師が
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いる病院である。患者の自宅１には、聴診手段３、信号
変換器４、制御器５、モデム６が配備され、モデム６は
患者の自宅１に引き込まれた電話線に接続されている。
病院２にはモデム７、パーソナルコンピュータ８、信号
変換器９、イヤホン１０が配備され、モデム８は病院２
に引き込まれた電話線に接続されている。そして患者に
自宅１と病院２は電話回線１１で接続されている。
【０００４】そして聴診手段３は、集音部３ａが患者の
診断部位に当てられることにより患者の聴診音を聴取
し、それをＦＭ電波にして送信アンテナ３ｂから信号変
換器４に向けて送信する。信号変換器４は聴診手段３か
らのＦＭ電波を受信アンテナ４ａで受信したときには、
そのＦＭ電波に基づき聴診音に応じた電気信号に変換し
て、制御器５に供給する。制御器５では、信号変換器４
から供給されるアナログデータをデジタルデータに変換
してモデム６に供給する。
【０００５】病院２では、患者の自宅１から供給された
聴診音のデジタルデータを電話回線１１、モデム７を介
してパーソナルコンピュータ８でアナログデータにして
信号変換器９で受ける。信号変換器９ではそれを送信ア
ンテナ９ａからＦＭ電波にしてイヤホン１０に向けて送
信する。イヤホン１０は受信アンテナ１０ａで、信号変
換器９から送信されたＦＭ電波を受信し、受信したＦＭ
電波に基づき聴診手段３で聴取された聴診音を再生す
る。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記従
来の構成では聴診手段３により聴取した患者の聴診音は
信号変換器４、制御器５、モデム６、電話回線１１、モ
デム７、パーソナルコンピュータ８、信号変換器９，イ
ヤホン１０へと伝送され、医師はほぼリアルタイムでこ
の聴診音を聞くことになるので、医師と患者は同じ時刻
にそれぞれの装置を扱わなければならない。即ち診察の
ために互いの時間調整が必要であり、またどちらかに待
ち時間が必要となるなどの課題がある。
【０００７】本発明は、上記課題を解決するもので、患
者と医師は別の場所で、しかも同時に装置を扱わなくて
も心音や呼吸音の診察を可能とし、患者と医師の互いの
時間調整を不要として待ち時間を発生させないことを目
的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は上記課題を解決
するために、本発明の遠隔診断装置は、患者用端末装置
はデジタル音響信号を通信ネットワークを通じてサーバ
に登録するための通信手段を有し、医師用端末装置は前
記サーバに登録された前記デジタル音響信号をダウンロ
ードするための通信手段と、ダウンロードしたデジタル
音響信号を記録するメモリー手段と、メモリー手段に記
録された音響信号を再生する再生手段と、前記再生手段
による再生を開始するための再生操作手段を有する構成
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としたものである。
【０００９】これによって、患者が自分で集音した聴診
音データはサーバに登録され、医師は医師用端末装置で
この聴診音データをダウンロードし、自らの再生開始操
作で再生音を聞くことができるので、患者と医師は別の
場所で、しかも同時に装置を扱わなくても心音や呼吸音
の診察を可能とし、患者と医師の互いの時間調整を不要
として待ち時間を発生させない。
【００１０】
【発明の実施の形態】請求項１に記載の発明は、患者用
端末装置と、前記患者端末装置と離れた場所にある医師
用端末装置と、前記患者用端末装置および前記医師用端
末装置と通信ネットワークで接続されたサーバを有し、
前記患者用端末装置は患者の心音または呼吸音を集音す
る集音部を備えた聴診手段に接続し前記聴診手段からの
音響信号を受けてデジタル的に処理する音響信号処理手
段と、前記音響信号処理手段で処理されたデジタル音響
信号を前記通信ネットワークを通じて前記サーバに登録
するための通信手段を有し、前記医師用端末装置は前記
サーバに登録された前記デジタル音響信号をダウンロー
ドするための通信手段と、ダウンロードしたデジタル音
響信号を記録するメモリー手段と、メモリー手段に記録
された音響信号を再生する再生手段と、前記再生手段に
よる再生を開始するための再生操作手段を有する構成と
した。
【００１１】この構成により、患者の心音または呼吸音
は聴診手段の集音部で集音され、音響信号処理手段でデ
ジタル処理されてデジタル音響信号となり、このデジタ
ル音響信号は通信手段から通信ネットワークを通じてサ
ーバに登録される。そして医師用端末装置はこのデジタ
ル音響信号を通信手段によってサーバからダウンロード
してメモリー手段に記録し、操作手段で再生開始の操作
がされると、再生手段がこのデジタル音響信号を再生す
る。
【００１２】このようにして、患者が自分で集音した聴
診音データはサーバに登録され、医師は医師用端末装置
でこの聴診音データをダウンロードし、自らの再生開始
操作で再生音を聞くことができるので、患者と医師は別
の場所で、しかも同時に装置を扱わなくても心音や呼吸
音の診察を可能とし、患者と医師の互いの時間調整を不
要として待ち時間を発生させない。
【００１３】請求項２に記載の発明は、特に、請求項１
記載の遠隔診断装置の患者用端末装置を音響信号処理手
段で処理されたデジタル音響信号を時系列に記録するメ
モリー手段と、前記メモリー手段に記録されたデジタル
音響信号を患者などに知らせるために再生する再生手段
と、前記患者などが前記再生手段で再生された再生音を
聞いて前記デジタル音響信号をサーバに登録するか否か
を選択して操作する選択操作手段を有する構成とした。
【００１４】この構成により、メモリー手段にデジタル
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音響信号を時系列に記録し、それを再生手段で再生し
て、患者などは再生音を聞いてサーバに登録するか否か
を選択操作手段で選択操作する。これにより例えば操作
ミスなどによりノイズなどで診察には適さないような音
響信号をサーバに登録することを防ぐことができ、信頼
性を高めることができる。
【００１５】請求項３に記載の発明は、コンピュータを
請求項１または２のいずれか１項記載の遠隔診断装置と
して機能させるためのプログラムである。そして、家庭
や病院等にあるコンピュータを使って遠隔診断装置を容
易に実現でき、記録媒体やインターネット配信によって
そのプログラムを変更することもできる。
【００１６】請求項４に記載の発明は、特に、請求項１
記載の遠隔診断装置を音響信号処理手段を聴診手段から
の電気信号を光信号に変換して前記光信号を再度電気信
号に変換する光変換部を有する構成とすることにより、
光変換部が聴診手段からの電気信号を一旦光信号に変換
し再度電気信号に変換するので、絶縁を確保することが
でき、患者は安心して心音や呼吸音を集音することがで
きる。
【００１７】請求項５に記載の発明は、特に、請求項４
記載の遠隔診断装置を光変換部は入力した電気信号によ
り発光する発光ダイオードと、前記発光ダイオードに対
して電気信号を出力する特性のそろった複数のフォトダ
イオードを有する構成とすることにより、フォトダイオ
ードの一方をモニタ用として発光ダイオードの電流のフ
ィードバックに用いて、絶縁しながら精度良くアナログ
電気信号を再現することができる。
【００１８】
【実施例】以下、本発明の実施例について図面を参照し
ながら説明する。
【００１９】（実施例１）図１は本発明の実施例１にお
ける遠隔診断装置の構成図を示すものである。図１にお
いて、１２は患者用端末装置で主に患者の自宅に備えら
れている。１３は医師用端末装置で主に病院等に備えら
れている。１４は大容量のデータを記憶できるサーバ
で、医師用端末装置１３と同じ病院またはデータセンタ
ー等に備えられている。患者用端末装置１２と医師用端
末装置１３は通信ネットワーク１５を介してサーバ１４
に接続され、ネットワークシステムを形成している。通
信ネットワーク１５望ましくはインターネットである。
【００２０】本実施例においては説明を簡単にするため
に、サーバ１４には患者用端末装置１２と医師用端末装
置１３は１台ずつ接続しているが、それぞれを複数台接
続してネットワークシステムを形成しても良い。
【００２１】患者用端末装置１２にはオーディオ用ピン
・ジャック等で聴診手段３と接続している。聴診手段３
は患者の診断部位に接触させる集音部３ａと、集音部３
ａで発生する電気信号を増幅する増幅回路１６を有する
構成である。また患者用端末装置１２は音響信号処理手
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段１７、メモリー手段１８、再生手段１９、選択操作手
段２０、通信手段２１を有する。
【００２２】音響信号処理手段１７は、光変換部２２、
Ａ／Ｄ変換部２３、制御部２４を含む構成である。光変
換部２２は聴診手段３から入力するアナログ電気信号を
一旦光信号に変換し、その光信号を元のアナログ電気信
号に比例するアナログ電気信号に再度変換して出力する
ものである。この光変換部を介することにより聴診手段
３を患者用端末装置１２から絶縁することができ、聴診
手段３を診断部位に接触させている患者を落雷等による
感電の危険から守ることができる。
【００２３】光変換部２２から出力されたアナログ電気
信号はＡ／Ｄ変換部２３でデジタル信号に変換され、制
御部２４に入力する。制御部２４はメモリー手段１８、
再生手段１９、選択操作手段２０、通信手段２１を制御
するものであり、Ａ／Ｄ変換部２３より随時入力されて
くるデジタル信号をメモリー手段１８に出力し、メモリ
ー手段１８はそれを記録する。
【００２４】再生手段１９はＤ／Ａ変換手段２５とスピ
ーカ２６を有する構成である。制御部２４はメモリー手
段１８に記録されたデジタル信号を随時Ｄ／Ａ変換部２
５に出力し、Ｄ／Ａ変換部２５ではこのデジタル信号を
アナログ電気信号に変換してスピーカ２６に出力する。
スピーカ２６はＤ／Ａ変換部２５から出力されるアナロ
グ電気信号に応じて音を発生するので、聴診手段３で聴
取した患者の診断部位の聴診音を再生することができ
る。
【００２５】選択操作手段２０はＣＲＴなどからなる表
示部２７とマウスやキーボードなどからなる指示部２８
を有する構成である。患者や患者の近くにいる介護人な
どは表示部２７を見ながら指示部２８で操作するもの
で、メモリー手段１８に記録されたデジタル信号を聴診
音として再生手段１９で再生するための操作を行い、そ
してその再生音を聞いた結果、サーバ１４に登録するか
否かを判断し、指示部２８により指示する。
【００２６】制御部２４は患者などの指示で、メモリー
手段１８に記録したデジタル信号をサーバ１４に登録す
る場合には、通信手段２１から通信ネットワーク１５を
介してサーバ１４にデータ送信し、サーバ１４にデータ
を蓄える。
【００２７】また医師用端末装置１３は制御部２９、通
信手段３０、メモリー手段３１、再生手段３２、再生操
作手段３３を有する。制御部２９は通信手段３０、通信
ネットワーク１５を介してサーバ１４に登録されている
デジタル信号をダウンロードし、メモリー手段３１に記
録する。またメモリー手段３１に記録したデジタル信号
を読み出し再生手段３２に出力する。
【００２８】再生手段３２はＤ／Ａ変換部３４、スピー
カ３５を有する構成である。Ｄ／Ａ変換部３４は制御部
２９から出力されるデジタル信号を順次アナログ電気信
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号に変換し、スピーカ３５はＤ／Ａ変換部３４から出力
されるアナログ電気信号に応じて音を発生する。ここで
発生する音は、即ち聴診手段３で聴取した患者の聴診音
であり、また、患者用端末装置１２の再生手段１９で再
生された音と同じである。
【００２９】再生操作手段３３はＣＲＴや液晶などの表
示部３６と、キーボードやマウス、タッチパネルなどの
指示部３７を有する。医師が患者の聴診音を聞くときに
操作することで再生手段３２はメモリー手段３１に記録
されているデジタル信号の再生を開始する。この再生操
作手段を操作することにより、医師はいつでも、また何
度でも患者の聴診音を聞くことができるのである。
【００３０】次に図２と図３を用い、患者用端末装置１
２の制御部２４、表示部２７、指示部２８の動作の例を
説明する。表示部２７は液晶ディスプレイ、指示部２８
はそれに貼り付けられたタッチパネルで、図２は表示部
２７の表示例である。また図３は制御部２４に内蔵され
たプログラムの動作を説明するフローチャートである。
【００３１】図２に示すように、表示部２７には、録音
開始ボタン３８、録音停止ボタン３９、再生ボタン４
０、登録ボタン４１、終了ボタン４２が表示されてい
る。制御部２４では、指示部２８で各ボタンが表示され
ているところをクリックすることによりそのボタンに対
応した動作を行う。
【００３２】制御部２４では録音開始ボタン３８がクリ
ックされたかどうか（Ｓ－１０）、再生ボタン４０がク
リックされたかどうか（Ｓ－２０）、登録ボタン４１が
クリックされたかどうか（Ｓ－３０）、終了ボタン４２
がクリックされたかどうか（Ｓ－４０）を常時監視して
いる。
【００３３】そして（Ｓ－１０）で録音開始ボタンがク
リックされると、５０マイクロ秒毎にＡ／Ｄ変換部２３
で受信したアナログ電気信号をデジタルデータに変換し
（Ｓ―１１）、取得したデジタルデータをメモリー手段
１８のデータファイルに書き込む（Ｓ１２）。このルー
プを繰り返す間、録音停止ボタン３９がクリックされた
かどうかを監視し（Ｓ―１３）、クリックされれば録音
動作は終了する。Ａ／Ｄ変換のサンプリング周期は細か
くするほど正確に録音し、再生できるものであるが、一
般に人は２０kHzぐらいの離散的なデジタル信号を聞い
てもほぼアナログ信号として聞こえるものであり、５０
マイクロ秒毎としている。
【００３４】また、（Ｓ－２０）で再生ボタンがクリッ
クされると、（Ｓ－１２）で書き込まれたファイルをメ
モリー手段１８からロードし（Ｓ―２１）、再生手段１
９に出力することで音として再生する（Ｓ―２２）。患
者などはこの再生音を聞いて、適切に診断部位の音を集
音できているかどうかを確認できる。そして、問題なけ
ればこの音をサーバ１４に登録する。ノイズなどでうま
く集音できていなければ、再度録音開始ボタン３８をク
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7
リックして集音しなおせばよい。
【００３５】（Ｓ―３０）で登録ボタンがクリックされ
ると、（Ｓ－１２）で書き込まれたファイルをメモリー
手段１８からロードし（Ｓ―３１）、通信手段２１に出
力する（Ｓ－３２）ことにより、通信手段２１から通信
ネットワーク１５を介してサーバ１４に登録される。ま
たこの時、患者用端末装置１２に予め割り当てている患
者名と、登録日時情報も合わせて登録する。
【００３６】（Ｓ－４０）で終了ボタン４２がクリック
されるとこのプログラムを終了する。患者用端末装置１
２は以上のように動作するので、患者などは自分の都合
の良いときに診断部位の音を集音して、その音が適切に
集音できたかどうかを確認した上でサーバ１４に登録す
ることができる。
【００３７】次に図４と図５を用い、医師用端末装置１
３の制御部２９、表示部３６、指示部３７の動作の例を
説明する。表示部３６は液晶ディスプレイ、指示部３７
はそれに貼り付けられたタッチパネルで、図４は表示部
３６の表示例である。また図５は制御部２９に内蔵され
たプログラムの動作を説明するフローチャートである。
【００３８】図４に示すように、表示部３６には、患者
選択ボックス４３、登録時刻選択ボックス４４、再生ボ
タン４５、終了ボタン４６が表示されている。制御部２
９では、指示部３７で各ボタンが表示されているところ
をクリックすることによりそのボックス、ボタンに対応
した動作を行う。
【００３９】制御部２９ではサーバ１４に新しいデータ
ファイルが登録されたかどうか（Ｓ－５０）、患者選択
ボックス４３で患者選択されたかどうか（Ｓ－６０）、
登録時刻選択ボックス４４で登録時刻を選択されたかど
うか（Ｓ－７０）、終了ボタン４７がクリックされたか
どうか（Ｓ－８０）を常時監視している。
【００４０】（Ｓ－５０）では通信手段３０により通信
ネットワーク１５を介してサーバ１４にアクセスして新
しいデータファイルが登録されているかを問い合わせ
る。そして新しいデータファイルが登録されていれば通
信ネットワーク１５、通信手段３０を介して新しいデー
タファイルをダウンロードし、メモリー手段３１に記録
する。
【００４１】（Ｓ－６０）で患者選択がされれば、選択
された患者のデータファイル一覧が登録された日時情報
として登録時刻選択ボックス４４に表示する（Ｓ―６
１）。そして医師が患者と登録日時を選択すれば、再生
ボタン４５がクリックされたかも常時監視し（Ｓ－７
１）、再生ボタン４５がクリックされると該当するデー
タファイルをメモリー手段３１からロードし（Ｓ－７
２）、再生手段３２で再生する。
【００４２】（Ｓ－８０）で終了ボタン４７がクリック
されるとこのプログラムを終了する。医師用端末装置１
３は以上のように動作するので、医師は自分の都合の良
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いときに患者が集音した診断部位の音を聞き、聴診する
ことができる。また、何回でも同じ音を聞くことも可能
である。
【００４３】次に図６を用いて患者用端末装置１２の音
響信号処理手段１７の構成を特に光変換部２２の構成を
中心に説明する。聴診手段３からケーブル接続される接
続部は信号線と接続する信号端子４８と、グランド線と
接続するグランド端子４９より成り、信号線は信号端子
４８からオペアンプ５０と２つの抵抗器５１、５２、コ
ンデンサ５３より成る発光制御回路を介してアナログフ
ォトカプラ５４に入力していて、アナログフォトカプラ
５４の出力はオペアンプ５５、抵抗器５６、コンデンサ
５７より成る受光制御回路を介してＡ／Ｄ変換器２３に
入力している。Ａ／Ｄ変換器２３では前記受光制御回路
から入力されるアナログ電圧を順次デジタル値に変換
し、制御部２４に出力する。
【００４４】アナログフォトカプラ５４は二つのフォト
ダイオード５４ａ、５４ｂと発光ダイオード５４ｃを１
パッケージにしたものである。ここで二つのフォトダイ
オード５４ａ、５４ｂは発光ダイオード５４ｃの発光強
度に対する出力電流の特性がそろったものである。この
構成でオペアンプ５０は発光ダイオード５４ｃの電流を
調整する。即ち信号端子４８の電圧の変化に対して常に
受光ダイオード５４ａの両端の電圧が０になるように作
用するので、信号端子４８の電圧をＶｉｎ、抵抗器５１
の抵抗値をＲｉｎとしたときフォトダイオード５４ａを
流れる電流Ｉａは、
Ｉａ＝Ｖｉｎ／Ｒｉｎ
となる。
【００４５】また、もう一方のフォトダイオード５４ｂ
の両端の電圧も０になるように作用するので、フォトダ
イオード５４ｂに流れる電流をＩｂ、抵抗器５６の抵抗
値をＲｏｕｔとするとオペアンプ５５の出力電圧Ｖｏｕ
ｔは、
Ｖｏｕｔ＝Ｉｂ・Ｒｏｕｔ
となる。ここでフォトダイオード５４ａと５４ｂの特性
がそろっているので、フォトダイオード５４ａを流れる
Ｉａと５４ｂを流れる電流Ｉｂはほぼ等しいものである
ために、
Ｖｏｕｔ＝Ｖｉｎ・Ｒｏｕｔ／Ｒｉｎ
となり、アナログ入力電圧を光信号に変換し再度電気信
号に変換したときに、元のアナログ入力電圧に比例した
電圧を出力として得ることができる。ここでコンデンサ
５３、５７は不要なノイズ成分をカットするフィルタ効
果のために付けているものであり、抵抗器５２は発光ダ
イオード５３ｃに流れる電流を規制するために付けてい
る。
【００４６】またアナログフォトカプラ５４の出力側の
電源５８は商用電源から作られた電源で、アナログフォ
トカプラ５４の入力側の電源５９は乾電池、二次電池
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等、電源５８とは別に作られた電源である。この構成で
長身手段３から出力されるアナログ電気信号を光信号に
変換し、その光信号を再度電気信号として再現している
ので、患者、聴診手段３、ケーブル、患者用端末装置１
２と接続されていても商用電源や通信回線から分離され
ているので絶縁は確保され、落雷等があっても患者に危
険が及ぶことはない。
【００４７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、患
者と医師は別の場所で、しかも同時に装置を扱わなくて
も心音や呼吸音の診察を可能とし、患者と医師の互いの
時間調整を不要として待ち時間を発生させることはな
い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１における遠隔診断装置の構成
ブロック図
【図２】同遠隔診断装置の患者用端末装置の表示部の表
示例を示す図
【図３】同遠隔診断装置の患者用端末装置の動作を説明
するフローチャート
【図４】同遠隔診断装置の医師用端末装置の表示部の表
示例を示す図
【図５】同遠隔診断装置の医師用端末装置の動作を説明*
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*するフローチャート
【図６】同遠隔診断装置の音響信号処理手段の構成を説
明する電気回路図
【図７】従来例の遠隔診断装置の構成ブロック図
【符号の説明】
３  聴診手段
３ａ  集音部
１２  患者用端末装置
１３  医師用端末装置
１４  サーバ
１５  通信ネットワーク
１７  音響信号処理手段
１８  （患者用端末装置の）メモリー手段
１９  （患者用端末装置の）再生手段
２０  選択操作手段
２１  （患者用端末装置の）通信手段
２２  光変換部
３０  （医師用端末装置の）通信手段
３１  （医師用端末装置の）メモリー手段
３２  （医師用端末装置の）再生手段
３３  再生操作手段
５４ａ、５４ｂ  フォトダイオード
５４ｃ  発光ダイオード

【図１】 【図２】

【図４】
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